
小金原地区会まちづくり部×松戸市

令和６年度 第２回公共施設マネジメントワークショップ＠小金原
～小金原地域と学校のあり方を考える～

■開催日時：令和６年９月２８日（土）
１５時３０分～１７時３０分

■会 場 ：小金原市民センター２階 ホール
■出席者 ：３０名

■プログラム：①開会あいさつ
②第１回ワークショップの振り返り
③趣旨説明・グループワークの内容説明
④グループワーク①
⑤全体発表
⑥総評・閉会
⑦グループワーク②（閉会後、他グループに自由に移動・追加意見募集）

今回●令和６年９月２８日開催 令和６年度 第２回公共施設マネジメントワークショップ＠小金原

小金原地域と学校のあり方を考えることを目的として、小金原地域の学校に期待する役割、小金
原地域の学校における具体的な活動イメージを検討しました。

小金原地区会まちづくり部×松戸市

令和６年度 第２回公共施設マネジメントワークショップ＠小金原 開催結果

前回●令和６年７月２０日開催 令和６年度 第１回公共施設マネジメントワークショップ＠小金原

令和５年度実施のワークショップの結果を踏まえ、小金原市民センターの導入機能・規模や配置
イメージ、小金原市民センターの再整備手法について検討しました。



第１回ワークショップの振り返り（ワークショップ配布資料より抜粋）



第１回ワークショップの振り返り（ワークショップ配布資料より抜粋）



松戸市や小金原地域の状況（ワークショップ配布資料より抜粋）



松戸市や小金原地域の状況（ワークショップ配布資料より抜粋）



松戸市や小金原地域の状況（ワークショップ配布資料より抜粋）



グループワークの検討結果・全体発表の概要（その１）

小金原地域と学校のあり方を考えることを目的として、「小金原地域の学校に期待する役
割」と「小金原地域の学校における具体的な活動イメージ」を検討し、全体発表を行いました。

各班の検討結果・全体発表の概要

１班：栗ケ沢小学校

 学校を地域に開いていくことは重要と考えるが、学校の先生の負担が増えないよう配慮が必
要であり、放課後や休日は、地域の方々が子ども世代を見守る役割を担うことが考えられる。

 子どもや地域の方々が、安全・快適に過ごせる場所とするため、長寿命化改修の際に、
気密性と断熱性を向上させ、環境にも優しい施設としていくことが重要である。

１班：栗ケ沢小学校 ２班：栗ケ沢中学校① ３班：根木内小学校 ４班：栗ケ沢中学校②



グループワークの検討結果・全体発表の概要（その２）

各班の検討結果・全体発表の概要

２班：栗ケ沢中学校①

 空き教室や校庭を活用し、学生スポーツの拠点（地域の学校が連携し合同で練習す
る）、アウトドア体験、イベント機能、講座・セミナー、学習ができる場所や中学生
による小学生へのオリエンテーションの機会創出といった様々な意見が挙げられた。

 学校は災害時の避難場所になることから、防災訓練等を通じた地域とのつながりを醸
成することが重要である。

３班：根木内小学校

 根木内小学校には、タウンスクール根木内（おやこDE広場小金原を含む）が設置されてお
り、他の学校と比較して、親子をはじめとした地域の方々に利用されている学校である。

 学校は子どもたちのためのものということが大前提であるが、「地域の学び舎」とし
ての役割も担っていると考えられ、地域の方々が安心・安全に使えるような施設にな
ることが望ましい。そのためには、子どもたちの安全（防犯・セキュリティ面）、空
調やバリアフリー（エレベーターの設置等）に配慮した施設にする必要がある。

４班：栗ケ沢中学校②（栗ケ沢中学校の卒業生の現役高校生とその親世代のグループ）

 長期休暇や放課後の子どもの居場所づくり（エアコンの効いた部屋、プール、自習室
や学習支援）が必要である。また、家に帰りづらい子どもへのカウンセリング機能の
ようなサードプレイス的な役割を持たせることも重要である。

 昔の遊びを高齢者から子ども世代に、スマホの使い方を子ども世代から高齢者に教え
あえるような環境を作ることで、世代間交流に繋がると考えられる。
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（ 1 ）班

小金原地域の学校に期待する役割と活動イメージを考える
学校の役割 誰が いつ どの部屋を どのような使い方

栗ケ沢小学校（その１）

遊
ぶ

学
ぶ

子どもの
居場所

けん玉
将棋教室

自治会の
イベント

放課後、子
どもたちが
自由にグラ
ウンドで遊

ぶ

校庭から
も使える
トイレ

小学生 地域住民

地域の人

放課後 休日 空き教室
(空調必須) 教室 ゲームし

てもよい

高齢者
フレイル
対策、
子ども若
者自由に
校庭開放、
遊具の
充実

体育館を
授業外に
利用

空き教室
地域の趣味の会等に開放

「児童館」的な子どもたち
が放課後、自由に利用、

学べる他
学習の補習を放課後

見てほしい
シルバーの力も借りて

小・中学生
(高校生/
大学生)

雑務は
先生以外
の人の
活用を

（学校の）
教師以外の
先生

地域住民
(保護者
含む）

放課後 空き教室 パソコン
教室

学校施設を使いパソコン
教室（高齢者向け）

子ども向け+大人向け
体験活動

(校庭・体育館)(休日）
小金原地区の未来にとって、
人づくり、人材づくりは

基本の「き」
学校施設はその拠点

全体発表後の追加意見■凡例
（全班共通） 各班の意見（全体発表前）
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（ 1 ）班

小金原地域の学校に期待する役割と活動イメージを考える
学校の役割 誰が いつ どの部屋を どのような使い方

栗ケ沢小学校（その２）

つ
な
ぐ

そ
の
他

放課後
休日

図書館
空き教室
校庭

防災倉庫
の中を知
りたい

小さな音
楽会など
の地域と
の交流

地域住民
小・中学
生(高校
生・大学
生)

ミシン指
導などの
見守り参
加

地域の方
(シル
バー人
材)

休日 学級以外の教室を
地域の人たちが話し合い
文化教養のため使う

防災訓練(実際に使える
か体験する）(休日)

子ども達のフリースペース、
三世代交流できる教室

趣味の会、運動場
体育館の地域へ開放
クーリングシェルター

地域のコミュニティ(公民館的)
町会利用、喫茶室、新聞などの閲覧
趣味・体操・合唱など

地域住民
小・中学
生(高校
生・大学
生)

子どもたちの安心な居場
所（いつでも）

安全に
子供が
過ごす

児童の
安全性の
確保

気密性、
断熱性の
向上

90年持た
せるなら
断熱に力
を入れて
ほしい

植樹して日
陰をたくさ
ん作ってほ
しい

快適に過
ごせる
夏は涼しく
冬は暖かく
トイレな
どゴキブ
リが出る

子ども・
地域

高校生・
大学生

社会・地域への開放は必要だ
が教員以外で誰が（担うか）

小学生

放課後

学校に
いる間

空き教室

みんなで
勉強でき
る場所

コミュニ
ケーション
体験活動

勉強

勉強する 夏場エア
コン20℃
設定でも
とても
暑い！

低学年専用の
スクールバス運営

(グリスロ活用検討)

全ての
教室

子どもの居場所
カフェ？学習
サポート？

地域の人たちの交流できるイ
ベント(お祭り）(休日)

地域住民の居場所
カフェ？学習サ
ポート？

AEDを学
校の外へ

地域全ての学校を
長寿命化するのか

学校教育内容の多様化→現状に関
し不明だが、社会的には大きく変

化しているのではないか

統廃合を前提にしないこと。統廃合に
は、教育内容、教員の質と量。方法(例
えば小中一貫教育)などの検討が不可欠

小金原地域の学校全体に対する意見
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小金原地域の学校に期待する役割と活動イメージを考える

（ 2 ）班

学校の役割 誰が いつ どの部屋を どのような使い方

栗ケ沢中学校①（その１）

遊
ぶ

学
ぶ

学生スポーツの拠点
(地区内ベースで共同)

スタジオ

キャンプ
体験

生徒
先生

大人も
子どもも
ファミ
リー

休校日
放課後

夏休み
春休み

体育館
グラウン
ド

校庭

全ての
スポーツ

つなぐ、子ども達のやりた
いイベント(エンタメ)・ダ
ンスなどの練習場所

講座
セミナー

パソコン
教室

スマホ
教室

学習塾
もどき

学ぶ・つなぐ、小学生（入
学前）のオリエンテーショ

ンby中学生

多世代
(テーマに
応じて)

地域住民 放課後 空き教室
パソコン
教室

スマホ教
室

アウトド
ア体験

リアル脱
出ゲーム

地域の人
たち

子どもた
ち

誰でも

中・高生
コース

学校・先生が自分の学校を
舞台に企画

休日
放課後

空き教室

音楽室

脱出のサイズ
①教室、②学校、③地域、
④オンラインで他校と一緒に

どろんこ
遊びなど

防音設備

学生が企画し地域の方に
参加してもらう

防音が必要なものの練習
をしてもらう
ダンス、音楽

大人の
学習会

学ぶ・つなぐ、地域の人材
等の講師による教室・パソ
コン・金融・歴史・郷土

小学生
中学生

中学生が小学生に
オープンスクール

地域の人
有志が講師→中・高生、

大人、誰でも

休日
放課後

1月～3月
2～3回

空き教室
スクール
ツアー

運営委員
会を作り
テーマを
決める

地域の人
が先生と
なって

スクールツアー
教室でのお話とQ＆A

講師：地域の方
歴史や防災など伝える

放課後
休日

放課後
休日

休日
放課後

テント設営
BBQなど
ハンモック
設営

放課後

放課後

空き教室 空き教室

空き教室

プレイ
パーク
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小金原地域の学校に期待する役割と活動イメージを考える

（ 2 ）班

学校の役割 誰が いつ どの部屋を どのような使い方

栗ケ沢中学校①（その２）

つ
な
ぐ

そ
の
他

地域住民

空き教室 地域
コミュニ
ティの場

居場所
多世代の
ボラン
ティア町会の

集り
(市民セ
ンターが
予約でき
ない時な
ど)

居場所

サークル
活動

地域
(町会)
コミュニ
ティの場
(会館が
無い町
会)

つなぐ・学ぶ、防災イベン
ト、訓練、シリーズ

避難所
体育館
など

防災活動

オープン
トレーニ
ング
ルーム

生徒
地域の人

各家庭

誰でも

休校日

休日
(休校日)

体育館の全面
グラウンド全面

体育館
他教室

体育館
校庭

空き教室
避難訓練

生徒
↑

教えあう
↓

地域の人

防災のスキルテーマをシ
リーズで訓練（段ボール
ベッド、非常食など）

テント設営
非常食を
持ち寄り
食事

炊き出し

地域
ベースの
居場所

多世代

休校日

いつでも

休校日の
夜間も

新設
(空いて
いる部屋
に設置)



13

小金原地域の学校に期待する役割と活動イメージを考える

（ 3 ）班

学校の役割 誰が いつ どの部屋を どのような使い方

根木内小学校

遊
ぶ

学
ぶ

つ
な
ぐ

そ
の
他

放課後
児童

クラブの
子ども

放課後
長期休み 放課後

タウンス
クールに
空調とエ
スカレー
ター

校庭
人数に合
わせた
場所の
確保

図書室
住民も
使える
ように

語学教室 放課後
kids 放課後 図書室

以外も

地域の方 カフェ

生徒の安全を
考えると土日に限る

市民
センター
の分館

タウンスクール全室に
エアコンをつける

空室にもエアコンをつける

空き教室
に第２
タウンス
クールを
作る

テレビ
視聴室
映画
見放題

タウン
スクール
空調を
使える
ように

児童が

父母

空き教室
体育館

児童館

アスレ
チックを
作る

趣味教室 地域の人 教室

自由に
利用

放課後

貸倉庫

教室

真夏の
居場所
にする

Free
Wi-Fiの
基地

赤ん坊が
遊べる
公園

校庭で 自由に

自由に
遊ぶ

地域の人

写真
絵画
陶芸等

英会話
中国語等

ホール

会議室 食堂

タウンスクールへの道路を
整備して欲しい
車いすで行けない
雨が降るとどろどろ

もうひと
つタウン
スクール
を作る

外塗をやって欲しい(あま
りにも汚い)子どもが愛着
を持てる建物にして欲しい

空き教室の利用は
1、2階までにして児童と
の仕切りをつけること

運用に伴う学校と使う側の
関係は？

※班の皆さんで「学校は地域の学び舎」という共通のテーマをもって、意見交換・全体発表を実施しました。
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小金原地域の学校に期待する役割と活動イメージを考える

（ 4 ）班

学校の役割 誰が いつ どの部屋を どのような使い方

栗ケ沢中学校②

遊
ぶ

学
ぶ

つ
な
ぐ

そ
の
他

長期休暇 屋上

カフート
Kahoot!
を使って
楽しく英
語の勉強

自習室 高学年や
ボラン
ティア
(教える
人)

長期休み
や放課後 空き教室

近所の人
スマホの
使い方を
教える

全世代が
交流でき
るように

ブラス
バンドの
発表

カウンセ
リング
ルーム
みたいな

共有
フリー
スペース

近所の人

プール トレーニングルーム

校庭にテントをたてて疑似
キャンプ

学習支援

学生

体育館

自習する

長期休暇

休日

図書館
一般開放

プール

校庭で
BBQ

プロジェクターでネトフリ、
アマプラで映画を見る

全世代

宿泊し
避難体験
をする

自分より
年下の子
に勉強を
教えたり

お家に
帰りずら
い子

キャンプ

映画上映 食堂

長期休暇

宿泊避難
体験

放課後
(夜)

めんこや
コマなど
の遊び場

地域交流
(高齢者
が若者に
昔の遊び
を教えた
り、話し
たり）スマホ

教室
(学生→
高齢者） カフェ

全世代

空き教室 家庭科室

体育館

子育て
しやすい
施設

エアコン
の効いた
居場所

親や子

近所の人
(高齢者)

毎日
放課後 空き教室 雑談した

り気軽に
話せる
仲の人が
集まる

子育て
相談

若い人か
らベテラ
ンママが
集まる
小さい子
用の玩具
があると
良い

テレビ
視聴室
映画
見放題



■グループワークの総評

・グループワークの各班の発表内容を踏
まえ、村山教授（東京大学大学院工学
系研究科 都市工学専攻 都市計画研究
室）から、総評をいただきました。

グループワークの総評

総評の概要

 学校施設をはじめとする公共施設において新たな取組を進めていく場合、行政だけで
すべての人的・財政的なリソースを確保することは難しくなってきており、地域の皆
さんが地域のために運営・還元するといった持続可能な実施体制の構築が求められる。

 学校施設の長寿命化改修を実施する際は、耐震化だけでなく、木材の活用（木質化）
や太陽光パネル等の設置により環境性能を高め、気候変動に対応した施設を目指すこ
とが重要である。また、市民菜園等の運営により多世代交流を図ったり、市民菜園で
採れた食材をこども食堂に活用する等の取組も考えられる。

 市民センターや学校等の地域にある公共施設を「公共施設群」として捉え、全ての施
設が同じような機能を持った施設とならないよう、利用者ニーズを踏まえたうえで、
施設毎に特徴を持たせた施設とすることが重要である。

 地域の学校施設は、学生の放課後の居場所（サードプレイス）、高校生が地域の小中
学生に勉強を教えたり、（学校に限らず）公共施設に導入されたカフェ等でアルバイ
トするなど、多世代交流や地域交流が図られるような施設であることが望ましい。



Q4. ●今後の展開等に関する意見

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

と期待します。

学校のあり方を考える方というテーマだったが長寿命化ありきの話が想定外だった

高齢者への終活を始め健康環境の活動啓蒙告知の強化を願います。

参考までに云うと「根木内東小学校」は放置されているが、今回のテーマは学校のあり方の議論の

前提として弱い。

開催を知ったのが直前だったので、市がＨＰやＳNＳなどで1ヵ月前くらいから告知していただけれ

ば、多くの人が都合をつけて参加しやすくなると思う。

とても興味深い内容で、良かったです。ただ開催を知ったのが、ギリギリでした。もっと早く広く

知ることができると、参加したい人が参加できると思います。ホームページや市のＬＩＮＥ、メール

で告知してほしいです。

「話は聞いた…しかし…」とならない市側の施策をお願いしたい。市政百年の計に沿って…。今後と

も継続した、この企画を続けて下さい。期待しています。学校施設への「ソーラ設置」早く実施を…

学校の施設をまずは充実させる必要がある。

・ワークショップでの提案がどれくらい実際の施策に実現されるかを示して欲しい。

・ひき続き、子どもや若者・子育て世代の参加を促して欲しい。

・ワークショップの運営お疲れ様です。ありがとうございます。

団地の建替えの内容によって、人口がかわってくるでしょうから、住宅公団との話し合いをつめて

下さい。

『新しい公共施設の在り方』と『学校の中身のあり方』を別々に考える会にして欲しい。

街づくり(街づくり課、都市計画課)と公共施設(公共施設再編課、教育関連部課)等の共催

このワークショップは、今日はじめて知ったという参加者がけっこう居たことには驚きました。

もっと広く知らせること、気軽に参加できることが大切だと思います。地域で皆の意見交換をやって

いる松戸市が、市庁舎の移転・建替え問題を広く住民に知らせることもなく、コソコソと結論

ありき？の計画を推しすすめていることには疑問をもちます。

Q2. ●本日のワークショップの感想について

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

わたって利用する、「学校は全ての住民の学びの場」だと考えさせられました。防災対策上も不可欠

の存在です。

すこし話しがむずかしかったけど、色々な人の話しを聞けて勉強になった。

テーマが絞られすぎている。小金原地域で学校を含めた公共施設のあり方を考えるというテーマの

方がよい。

ワークショップテーマの方向付けが不明瞭であった。

「学校のあり方」のワークショップではなかったかも。公共施設としての使い方を考えるにあたって

は学校教職員の働き方も考えないといけないと思いました。

大人数で年齢差もある人たちと2時間も議論したことが初めての経験で楽しかったです。

改めて学校施設の有効利用を考えさせられ、地域との関わり方を再考させられました。少子化で

学校統廃合をし不用(要)となった施設を安易に売却すべきではないと考えました。公共財産を長期に

普段はあまり地元のことを考えることはないが、今回考えれてよかった。

学校の防災倉庫を使ったイベントがほしい。

高校生が参加していて、大人だけじゃなくよかったです。

現在の学校環境(実状)が自分達の時代と異質に感じた。

最初に論点を明確にして欲しかった。

多くの意見が出てたのしかった。
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0

1
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17
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0

1

50歳代

30歳代

●年齢

関わりたいとは思わない

60歳代

70歳代以上

男

回答しない

町会回覧

●今後も公共施設マネジメントワークショップに継続的に関わりたいか　※複数回答あり

●性別 

●何を見てワークショップを知ったか　※複数回答あり

●本日のワークショップの感想について　※複数回答あり

女

●お住まいの地域

小金原地域

10歳代

20歳代

40歳代

未記入

市外

小金原地域外

Q3

Q0

その他

Q1

Q2

町会掲示板

知り合いからの紹介

小金原まちづくり部LINE

その他

刺激的で面白かった

新たな発見があり、面白かった

難しくて理解できなかった

面白くなかった

継続して関わりたい

テーマの内容によっては関わりたい

未記入

26

1
0 0

小金原地域

小金原地域外

市外

未記入

4
0 0

6

34

10

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

9

7

12

6 1 町会回覧

町会掲示板

知り合いからの紹介

小金原まちづくり部LINE

その他

5

20

0 1

1 刺激的で面白かった

新たな発見があり、面白かった

難しくて理解できなかった

面白くなかった

未記入

17

9

0

1 継続して関わりたい

テーマの内容によっては関わりたい

関わりたいとは思わない

その他

17

10

0

男

女

回答しない

参加者アンケート回答結果（回答者27名）
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